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○タイトル（保育計画）

保育園の《オアシス》

○主な助成備品

リトルプール、スライドテントひざしカット、専用メッシュ横幕、水鉄砲、ボール

１．保育計画策定の目的

  保育士の子どもを預かる事業所内保育園として開園した「ナーサリールーム」の子ど

もたちが、南向き園庭の緑のゴムマットが引き詰められた園庭で、プール遊びを楽し

み、プールの季節以外でもボールプールとして活用していき、全身運動を行いたい。                                

２．具体的な実施内容

年間を通じてプールを活用して、遊びの広がりを楽しむとともに、保育士と遊びのア

イディア、可能性を引き出す。

・梅雨時期では、室内遊びを展開させて、プールの中を家に見立て『ままごと遊び』  

  を楽しむ。

・秋には屋外では枯葉を、冬の降雪時では雪を入れたりなど、季節ごとに遊びを変える

る。また、季節にとらわれず、屋内にプールを持ち込み、新聞紙プールやボールプー

ルなど様々なプールを作り、楽しみたいと思う。

・夏は水を張り、水の不思議さ、水遊びの楽しさを味わいながら、暑い夏をすこやかに

過ごす。

   ０歳児・・・水に慣れ、水の感触を味わう

   １歳児・・・水に親しみ、水遊びを楽しむ

   ２歳児・・・水遊びのおもちゃを使い、水遊びを楽しむ



３．その成果と評価

≪夏の水プール≫

・暑い夏を心地よく過ごす。又、水着への着替えを通じて、身体の動きを感じる。

・自分で着替えようとする意思が芽生える。

・水遊びを通じて身体をたくさん動かす。

・水遊びのおもちゃを使うことで、手指の

発達につながる。

≪その他のプール遊び≫

・ままごと遊びを通じて、友だちと関わることを楽しむ。

・枯葉や新聞紙、ボールなどの「摘む、掴む」遊びや集める遊びで手触り感触を味わい

手指の発達につなげる。



４．今後の課題と展望

  年間を通してプールを活用し、水遊び、ボールプール、または遊びの展開として「ま

まごと遊び」など、保育士のアイディアで保育が展開されることで、子どもの」想像力

思考力・コミュニケーション能力が伸ばされてきた。

当初からの計画以上の成果が見られた。

今後の課題としては、折りたためないプールのために、収納場所による問題(屋外保

管では劣化のため、耐久性の問題)があり、買え替え時期の問題が考えられる。

以上


